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龍神の地にジャズの音色が響きわたる
　６月28日に、やまぶきホールでムジークフェストなら2014龍神音楽祭

in川上が開催されました。

　会場には結成50余年を誇る関西ジャズ界の名門老舗バンド「アロー

ジャズオーケストラ」の方々とＣＭやスタジオシンガー、またソリスト

として活動されているシンガーの「ＫＩＫＯ」さんがゲストとして来て

くださり、素晴らしい演奏と歌声を披露してくださいました。

龍神の地にジャズの音色が響きわたる
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■
「
土
倉
庄
三
郎
翁
」
の
講
演
会

　
川
上
村
の
偉
人
「
土
倉
庄
三
郎
翁
」

の
功
績
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

芳
水
塾
に
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
吉
野
林
業
の
父
に
つ
い

て
知
ろ
う
。

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
こ
れ
か
ら
の
川
上
村
に
つ
い
て
、
活

躍
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
と
共
に
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。
今
、
村
に
何
が
必
要

か
、
進
ん
で
い
く
べ
き
方
向
性
に
つ
い

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で

討
論
し
ま
す
。

■
伊
勢
音
頭

　
祝
い
事
や
伝
統
行
事
な
ど
で
歌
わ

れ
て
き
た
「
伊
勢
音
頭
」
。
し
か
し
、

年
々
そ
の
歌
い
手
も
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
後
世
に
歌
い
伝
え
る
た
め

に
も
舞
台
で
披
露
し
、
伊
勢
音
頭
の
魅

力
を
伝
え
ま
す
。

■
川
上
村
昔
話

　
川
上
村
に
伝
わ
る
昔
話
を
お
話
し
の

会
「
雫
」
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

■
太
鼓
演
奏

　
ち
び
っ
こ
龍
幻
と
龍
幻
に
よ
る
豪
快

な
太
鼓
演
奏
。
太
鼓
の
迫
力
を
感
じ
て

く
だ
さ
い
。

■
住
民
の
集
い

　
村
で
活
動
を
し
て
い
る
川
上
村
大
正

琴
サ
ー
ク
ル
「
は
な
み
ず
き
」
、
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
華か

音の
ん

」
が
記
念
行
事

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

■
カ
ホ
ン
制
作
＆
演
奏
に
挑
戦
！

　
川
上
村
の
特
産
品
で
あ
る
吉
野
杉
を

使
っ
て
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ホ

ン
（
木
の
楽
器
）
を
つ
く
ろ
う
。

　
作
っ
た
カ
ホ
ン
を
使
っ
て
舞
台
で
演

奏
会
！

■
川
上
村
写
真
展

　

や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
３
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
、
昔
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
懐
か

し
い
写
真
で
子
ど
も
の
頃
、
青
春
時
代
を

思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
福
引
大
会

　
行
事
の
最
後
に
は
豪
華
賞
品
の
当
た

る
大
福
引
大
会
を
し
ま
す
。

　
何
が
当
た
る
か
お
楽
し
み
に
!!

（
※
当
日
受
付
時
間
９

：

15
～
12

：

30

ま
で
に
配
布
す
る
抽
選
券
（
１
人
１

枚
）
が
必
要
で
す
。）

体

験

コ

ー

ナ

ー

そ

の

他

の

催

し

集

合

イ

ベ

ン

ト

村
制
施
行
１
２
５
周
年
記
念
行
事
を
開
催

村
制
施
行
１
２
５
周
年
記
念
行
事
を
開
催

村
制
施
行
１
２
５
周
年
記
念
行
事
を
開
催

村
制
施
行
１
２
５
周
年
記
念
行
事
を
開
催

村
制
施
行
１
２
５
周
年
記
念
行
事
を
開
催

村
制
施
行
１
２
５
周
年
記
念
行
事
を
開
催

村
制
施
行
１
２
５
周
年
記
念
行
事
を
開
催

村
制
施
行
１
２
５
周
年
記
念
行
事
を
開
催

村
制
施
行
１
２
５
周
年
記
念
行
事
を
開
催

ハ
ズ
レ
な
し

先
着
50
名
! !

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
川
上
村
が
明
治
22
年
４
月
１
日
に
川
上
郷
二
十
三
ケ
村
が
合

併
し
て
村
制
が
施
行
さ
れ
、
今
年
で
１
２
５
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
先
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
明
日
へ
の
飛
躍
に
向
け
て
、
川
上
村

で
生
活
す
る
人
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
和
や
か
に
歓
談
し
、
心
を
通
わ
せ
、
明
日
の

川
上
村
を
創
る
活
力
を
生
み
出
す
集
い
に
な
れ
ば
と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

と　き　：　７月13日（日）

開場 ９：15　　開演 ９：45

終了 16：00（予定）

ところ　：　川上総合センターやまぶきホール

主　催　：　川　上　村

その他　：　昼食・飲み物は村で準備
※悪天候等により中止する場合は村防災無線にてお知らせします。
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広
報
６
月
号
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
し

た
が
、
「
村
制
施
行
１
２
５
周
年
地
域

振
興
券
」
の
引
き
換
え
を
７
月
15
日

（
火
）
に
各
大
字
で
行
い
ま
す
。
引
換

会
場
は
お
手
元
の
引
換
証
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
当
日
、
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
７

月
16
日
（
水
）
～
平
成
27
年
１
月
21
日

（
水
）
に
役
場
総
務
税
務
課
窓
口
で
引

き
換
え
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
役
場

窓
口
は
土
・
日
・
祝
日
と
年
末
年
始
を

除
く
８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
22
日
（
火
）
か
ら
使
用

で
き
る
取
扱
店
に
は
左
の
表
示
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
総
務
税
務
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
広
報
６
月
号
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
し

地
域
振
興
券
の
交
換
会
は

７
月
15
日
︵
火
︶
で
す
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◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

◆
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
４
、
５
０

０
万
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
26
億

６
、
３
８
７
万
４
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の

追
加
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
法
人

住
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
を
12
・

３
％
か
ら
９
・
７
％
に
引
き
下
げ
る
こ

と
。
軽
自
動
車
税
の
税
率
を
見
直
す
こ

と
が
主
な
内
容
で
す
。

◆
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

国
保
税
の
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
、
軽

減
対
象
世
帯
に
係
る
所
得
判
定
基
準
を

見
直
す
の
が
主
な
内
容
で
す
。 

◆
川
上
村
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
川
上
村
消
防
団
員
の
団
員
数
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
改
正
で
す
。

◎
川
上
村
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴

い
、
市
町
村
で
事
業
計
画
を
制
定
す
る

こ
と
に
な
り
、
施
策
の
調
査
・
審
議
を

す
る
機
関
と
し
て
、
子
ど
も
子
育
て
支

援
会
議
設
置
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

◎
川
上
村
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
川
上
村
寺
尾
の
村
営
住
宅
が
火
災
で

消
失
し
た
為
、
条
例
か
ら
削
除
す
る
も

の
で
す
。

◎
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正
に

つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
６
、

９
７
２
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

27
億
２
、
１
５
２
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は 

職
員
給
与
費
の
増
額
が
主

な
内
容
で
す
。

◎
川
上
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
　

　
集
会
施
設
等
の
改
修
事
業
で
施
設
の

整
備
計
画
等
を
一
部
変
更
し
た
も
の
で

す
。

◎
辺
地
に
係
る
公
共
施
設
の
総
合
整
備

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
財
政
上
、
有
利
な
借
り
入
れ
の
で
き

る
辺
地
対
策
事
業
債
を
充
当
で
き
る
事

業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
た
も
の
で
す
。

◎
川
上
村
農
業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん

に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
委
員
の
前
川
氏
が
平
成

26
年
７
月
19
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

す
る
た
め
、
新
た
に
鍵
氏
を
委
員
に
推

薦
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た

も
の
で
す
。

◎
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

　
南
和
広
域
医
療
組
合
負
担
金
、
美
し

い
森
づ
く
り
基
盤
整
備
交
付
金
、
林
道

維
持
補
修
等
事
業
の
実
施
を
翌
年
度
に

延
期
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
本
年
度
予
算
に
繰
り
越
す
計

算
書
を
報
告
し
た
も
の
で
す
。

　
平
成
26
年
第
３
回
川
上
村
議
会
定
例
会
が
６
月
12
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
上
程
、
議
案
に
つ
い
て
説
明
と

質
疑
が
行
わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回

川
上
村
議
会
定
例
会
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労
働
災
害
を
防
止
し
よ
う
！

【
長
期
無
事
故
者
】
所
谷
　
　
保

森
口
　
宇
宙

森
本
　
　
茂

【
優
良
事
業
所
】
福
本
事
業
所

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

　
気
ま
ぐ
れ
な
今
日
の
社
会
に
あ
っ

て
、
30
年
も
の
長
い
月
日
が
流
れ
て
も

変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
長
野
県
川
上
村
と
の
同
じ
名
を
も
つ 

〝
絆
〟
で
す
。

　
昭
和
61
年
７
月
、
ダ
ム
後
の
村
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
湖
底
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
最
も
遠
い
地
か

ら
参
加
し
て
く
れ
た
の
が
、
長
野
県
川

上
村
の
村
長
さ
ん
と
藤
原
企
画
課
長

（
現
村
長
）
で
し
た
。
「
全
国
に
は
６

つ
の
川
上
町
村
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
川

の
源
流
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
交
流

を
深
め
よ
う
！
」
と
い
う
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
提
案
が
、
の
ち
の
全
国
川
上
サ

ミ
ッ
ト
の
始
ま
り
で
す
。

　
先
月
26
日
、
久
し
ぶ
り
に
同
村
を
訪

ね
ま
し
た
。
藤
原
企
画
課
長
は
村
長
に

就
任
さ
れ
、
実
績
あ
る
野
菜
王
国
の
主

で
あ
り
、
全
国
町
村
会
長
と
し
て
激
務

に
追
わ
れ
る
中
、
ご
丁
重
に
お
出
迎
え

を
受
け
ま
し
た
。
道
州
制
や
奈
良
モ
デ

ル
、
林
業
や
源
流
白
書
な
ど
に
つ
い
て

夜
遅
く
ま
で
意
見
交
換
を
し
ま
し
た

が
、
話
は
つ
き
る
こ
と
な
く
、
今
後
も

さ
ら
に
〝
絆
〟
を
深
め
る
こ
と
を
互
い

に
約
束
し
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
に
高
原
で
区
民
の
集
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
原
区
・
す

み
れ
会
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
有
志
・

共
存
の
森
関
西
有
志
が
実
行
委
員
会
を

設
け
、
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
お
で
ん
や
お
に
ぎ
り
が
用
意

さ
れ
、
お
酒
も
飲
み
な
が
ら
区
民
や
関

係
者
が
集
い
、
共
存
の
森
関
西
の
方
が

高
原
の
劇
を
し
た
り
、
盆
踊
り
を
し
た

り
す
る
な
ど
色
ん
な
催
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

区
民
の
つ
ど
い
開
催

労
働
災
害
を
防
止
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
～
労
働
災
害
防
止
大
会
～

　
６
月
５
日
に
、
農
業
会
館
（
迫
）
で
第
19
回
川
上
村
労
働
災
害
防
止
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
「
家
族
で
取
り
組
む
災
害
ゼ
ロ
の
村
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
労
働
者
の
安
全
と
健
康
は
家
族
の
幸
福
で
あ
る
と
位
置
づ

け
、
日
頃
か
ら
労
働
災
害
防
止
の
た
め
に
、
家
族
み
ん
な
で
安
全
衛
生
に
つ
い
て

心
が
け
る
と
と
も
に
、
村
民
の
安
全
活
動
の
着
実
な
実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
《
敬
称
略
》　

講
演
で
は
、
消
防
隊
員
の
方
に
来

て
い
た
だ
き
、
応
急
手
当
基
礎
知
識

の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

優良事業所に福本事業所さんが選ばれました

止血の仕方などを教えていただきました
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第34回 全国豊かな海づくり大会

～やまと～ 通信 №4

～ゆたかなる森がはぐくむ川と海～

　海づくり大会推進室では、様々な形で海づくり大会にかかわりがある、村内で活動して

いるボランティア団体に着目し、先月号から紹介をしています。

　今回は「トンボクラブ」と「商工会女性部」にインタビューしました。

　ボランティア連絡協議会では、毎月０（ゼロ）のつく日にゴミ０（ゼロ）を目指す活動をしてい

ます。会員でない方も是非ご参加下さい。

第２回 大滝周辺清掃と花植え

と　　き　７月20日（日）午前８時から　　　集合時間　午前７時45分

集合場所　大滝郵便局前駐車場

持 ち 物　軍手・火ばさみ・手鍬・スコップ等

【問い合わせ先】ボランティア連絡協議会事務局　℡ ５２－０２９４

　トンボクラブは地域の活性化を目的に平成２年

に発足し、西河区内の花植えや区の祭りの手伝い

を行うなど地域に密着した活動をされています。

　今年は新たに木製プランターを設置するなど、

村の玄関口として、華やかに美しい環境でお出迎

えできるよう準備されているようです。「地域一

丸となって楽しく活動していきます。」と心強い

声をいただきました。

　商工会女性部は役場周辺の花植え、村で開催さ

れるイベントへの出店やグラウンドゴルフ大会を

開催するなど、幅広い活動をされています。

　「村内で、０（ゼロ）の付く日はノーゴミデー

や中奥川リレー放流など海づくり大会に向けての

取り組みや催しが始まり、大会開催の実感がわき

ます。特別な年ということに限らず、村をきれい

にして、盛り上げていきたいです。」と話されて

いました。
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　６月５、６、14、15日に村内８ヶ所で箱庭ガーデニング教室を開催したところ、134名の参加が

ありました。

　吉野杉を使用したプランターに季節の花や草を寄せ植えし、一人一人の個性が出た作品が出来上

がりました。同時に杉のカンナ屑
くず

を使ったリース作りも行い、川上村をイメージした箱庭が完成し

ました。

　完成した作品は家の玄関先や集落内に飾って、

身近なところから川上村らしいお出迎え環境づく

りをしましょう。

　10月頃には、11月16日の海づくり大会本番

に向けての箱庭ガーデニング教室を行い、村

内を皆さんの花で装飾します。今回参加でき

なかった方もぜひご参加ください。

　６月24日（火）、第１回水の恵み見届け隊（日帰り環境学習会）に村民35名の参加がありまし

た。今回は、吉野川の水を大和平野へ導水する下渕頭首工や大和平野の各地への送水を生駒市方面

や葛城市方面に分ける東西分水工、下流域へおいしい水を届ける県営御所浄水場へ行きました。

　川上村で生まれた水がどのような目的で使われているのか、その水がどこに流れ着くのか、を実

際に水の流れを見て学習することができました。

　第２、３回には和歌山方面を訪れ、農業や漁業、

お酒の製造と川上村の水のかかわりについて探索し

ます。広報紙でご案内いたしますので、次回をお楽

しみに。

　源流からの水が大和平野の農作物を育て、

上流で暮らす人々の生活の源となっているこ

とを感じて、「私たちの一滴の水の大切さ」

を再認識しました。

～東川会場にて～

～北和田会場にて～

～県営御所浄水場にて～

～東西分水工にて～
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「
都
市
に
は
な
い
豊
か
な
生
活
」
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
？

　
川
上
村
で
暮
ら
し
て
い
て
、
幸
せ
を

感
じ
る
瞬
間
。
そ
れ
を
紡
い
で
い
く
こ

と
が
豊
か
な
生
活
づ
く
り
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
参
加
者
か
ら

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
場

面
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
あ
り
、
や
は

り
川
や
山
、
気
候
と
い
っ
た
自
然
を
背

景
に
し
た
も
の
が
多
く
出
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
の
10
年
間
の
村

づ
く
り
を
定
め
る
第
５
次
総
合
計
画
の

策
定
に
向
け
、
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
６
月
24
日
、
役
場
会
議
室
に
お

い
て
、
総
合
計
画
策
定
に
伴
う
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
、
村
内
の
各
団
体
の
代
表

な
ど
が
、
今
後
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

新
総
合
計
画
は
、
「
誰
も
が
分
か
り
や
す

い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に

　
懇
談
会
の
冒
頭
、
総
合
計
画
策
定

審
議
会
会
長
の
菊
谷
能
樹
氏
よ
り
、

「
新
し
い
総
合
計
画
は
、
村
民
み
ん

な
の
役
割
が
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
、

全
員
参
加
の
村
づ
く
り
を
実
行
し
て
い

け
る
、
実
践
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続
く
意
見
交

換
で
は
、
新
総
合
計
画
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
都
市
に
は
な
い
豊
か
な
生
活
を
実

現
し
、
人
口
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
出
し
合
い
ま
し

た
。

皆
様
は
、い
つ
、ど
ん
な
時
に
、川
上
村
の

暮
ら
し
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
か
？

　
新
総
合
計
画
は
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
例
え
ば
今
日
、
幸
せ
と
感
じ

た
こ
と
、
楽
し
み
な
こ
と
は
何
で
す

か
？
明
日
は
？
季
節
ご
と
で
は
？
あ
る

い
は
昔
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
？
そ

ん
な
皆
様
の
幸
せ
を
感
じ
る
場
面
を
集

め
、
繋
ぐ
こ
と
で
、
川
上
村
で
生
き
る

価
値
を
見
つ
め
な
お
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
水
源
地
の
村
づ
く
り
課
）

懇
談
会
の
参
加
者
か
ら
想
い
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
以
下
、
要
約
）

　

私
た
ち
子
育
て
世
代
の
母
親
に
と
っ

て
の
切
羽
詰
ま
っ
た
悩
み
は
、
や
は
り

子
ど
も
が
少
な
い
こ
と
。
豊
か
な
自
然

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
子
供
た
ち
が
群
れ

る
遊
び
を
し
、
経
験
豊
か
な
先
人
達
と

触
れ
合
う
こ
と
で
受
け
継
が
れ
、
自
然

か
ら
学
び
、
得
る
も
の
は
無
限
大
に
広

が
る
と
思
い
ま
す
。
自
然
の
中
で
の

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
子
ど
も
達
も

親
達
も
求
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
は
た
だ
集
団
で
遊
ぶ
こ
と
す

ら
で
き
ま
せ
ん
。
な
ん
と
か
そ
う
い
う

機
会
を
日
常
生
活
の
中
で
与
え
ら
れ
る

仕
組
み
が
で
き
な
い
か
模
索
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
人
数
が
減
る
こ
と
で
、

豊
か
な
生
活
が
維
持
で
き
な
く
な
る
の

は
大
人
の
世
界
も
同
じ
で
す
。
今
の
子

ど
も
た
ち
の
状
況
は
近
い
将
来
の
村
の

姿
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

村
内
に
仕
事
が
な
い
か
ら
人
が
減
る

と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
仕
事

が
あ
っ
て
も
村
に
住
む
こ
と
に
は
繋
が

ら
な
い
こ
と
は
現
状
が
物
語
っ
て
い
ま

す
。
生
活
の
不
便
を
お
し
て
で
も
川
上

村
に
暮
ら
す
意
味
が
な
け
れ
ば
、
住
み

た
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
川
上
村

に
住
む
価
値
を
ど
こ
に
ど
う
生
み
出
す

か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

10
年
先
の
川
上
村
を
考
え
る

新
総
合
計
画
策
定
に
伴
う
懇
談
会
を
実
施



9

広　報　　　　　　　　　　　　JULY2014かわかみ

　
教
室
で
は
、
ま
ず
飛
行
機
が
飛
ぶ
仕

組
み
を
勉
強
し
ま
し
た
。
低
学
年
の
児

童
に
は
少
し
内
容
が
難
し
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
生
懸
命
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　
説
明
が
終
わ
る
と
、
親
子
で
仲
良
く

機
体
を
組
み
立
て
、
作
り
立
て
の
飛
行

機
を
飛
ば
し
ま
し
た
。
天
井
近
く
ま
で

高
く
舞
い
上
が
っ
た
も
の
、
長
い
距
離

を
飛
ん
だ
も
の
な
ど
、
色
々
な
機
体
が

あ
り
ま
し
た
。

　
同
じ
作
り
方
で
も
、
微
妙
な
違
い
で

飛
び
方
が
変
わ
る
不
思
議
を
感
じ
た
教

室
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
材
体
験
で
は
、
滑
車
を
使
っ
て
材

木
を
引
き
上
げ
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

み
木
匠
館
に
運
ん
で
、
皮
む
き
を
し
ま

し
た
。

　
今
後
、
８
月
に
は
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

と
し
て
作
品
を
制
作
す
る
予
定
で
す
。

　
村
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
建
築
や
デ

ザ
イ
ン
に
関
わ
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
学

生
た
ち
に
吉
野
産
材
の
良
さ
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
販
売
促
進
に
繋
げ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
６
月
８
日
に
、
川
上
小
学
校
で
親
子

理
科
実
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
村
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
大
阪

工
業
大
学
の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
第
４
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
テ
ー
マ

は
、
「
ゴ
ム
動
力
飛
行
機
を
作
っ
て
飛

ば
そ
う
」
で
し
た
。
講
師
は
あ
の
鳥
人

間
コ
ン
テ
ス
ト
を
目
指
し
て
い
る
チ
ー

ム
の
顧
問
で
あ
る
小
池
勝
（
工
学
部
機

械
工
学
科
）
教
授
で
す
。

　
林
業
体
験
と
し
て
、
伐
採
体

験
と
出
材
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　
伐
採
体
験
で
は
、
普
段
あ
ま

り
使
う
こ
と
の
な
い
の
こ
ぎ
り

を
必
死
で
挽
い
て
い
ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
コ
ツ
を
掴
み
、
最
後

に
は
な
か
な
か
の
早
さ
で
出
材

す
る
木
を
小
切
っ
て
い
ま
し

た
。

　
６
月
７
日
・
８
日
に
川
上
村
木
匠
塾
の
林
業
体
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
林
業
体
験
に
は
、
大
阪
工
業
大
学
、
滋
賀
県
立
大
学
、
大
阪
芸
術
大

学
、
奈
良
女
子
大
学
、
近
畿
大
学
、
摂
南
大
学
の
６
大
学
の
学
生
76
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
に
比
べ
、
新
規
の
参
加
者
が
多
い
年
と
な
り
ま

し
た
。

今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！今年も開催！ 木匠塾林業体験！

親
子
理
科
教
室

「
ゴ
ム
動
力
飛
行
機
を
作
っ
て
飛
ば
そ
う
！
」
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新
た
な
村
指
定
文
化
財
の
紹
介

　
村
民
の
共
通
財
産
で
あ
る
村
内
の
指

定
文
化
財
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
指

定
か
ら
村
指
定
ま
で
合
わ
せ
て
42
点
あ

り
ま
す
。

　
文
化
財
と
聞
い
て
身
近
に
感
じ
る
人

は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
よ
う
で
、
関
心
を

持
つ
特
別
な
人
た
ち
の
も
の
と
か
、
学

者
の
研
究
対
象
物
な
ど
と
と
ら
え
て
、

自
ら
縁
遠
い
も
の
に
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
文
化
財
は
様
々
で
す
が
、
具
体
名
を

聞
け
ば
「
え
っ
、
そ
れ
も
文
化
財
？
」

と
い
う
身
近
な
も
の
も
多
々
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
山
の
お
じ
い
さ
ん
の

よ
う
な
顔
立
の
「
カ
モ
シ
カ
」
や
精せ

い

悍か
ん

な
「
イ
ヌ
ワ
シ
」
、
柏
木
の
「
不
動
窟

鍾
乳
洞
」
や
三
之
公
の
「
ト
ガ
サ
ワ
ラ

原
始
林
」
な
ど
で
す
。
東
川
の
「
弓
祝

式
」
や
毎
年
２
月
５
日
に
金
剛
寺
境
内

で
執
り
行
わ
れ
る
「
朝
拝
式
」
も
文
化

財
な
の
で
す
。
こ
れ
で
少
し
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
23
年
3
月
1
日
、
川
上
村
文
化

財
保
護
審
議
会
に
お
い
て
松
本
修
会
長

か
ら
村
指
定
に
つ
い
て
の
提
案
が
出
さ

れ
、
同
年
10
月
、
当
時
の
辰
巳
教
育
長

が
村
文
化
財
保
護
審
議
会
に
村
指
定
の

諮
問
を
行
い
ま
し
た
。
2
年
半
余
り
の

現
地
視
察
や
研
究
及
び
審
議
を
経
て
、

昨
年
11
月
、
答
申
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ

を
受
け
て
昨
年
12
月
5
日
に
開
か
れ
た

第
４
回
川
上
村
教
育
委
員
会
で
、
「
ヒ

メ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
」
が
新
た
に
村
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ヒ
メ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
と
は
、
イ
ノ
モ

ト
ソ
ウ
の
常
緑
性
の
シ
ダ
植
物
で
す
。

個
体
数
や
生
育
地
は
極
め
て
限
ら
れ
、

環
境
省
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
絶
滅
危

惧
種
Ｃ
、
奈
良
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ー

ブ
ッ
ク
で
は
、
絶
滅
寸
前
種
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
奈
良
県
希
少
野
生
動
植
物

の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
に
お
い
て
、

「
特
定
希
少
野
生
動
植
物
」
に
指
定
さ

れ
て
い
る
貴
重
な
植
物
で
す
。

　
川
上
村
で
は
、
唯
一
柏
木
地
内
で
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
と

の
交
雑
種
と
し
て
カ
シ
ワ
ギ
イ
ノ
モ
ト

ソ
ウ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
２
種
類
の
シ

ダ
類
は
、
現
在
、
柏
木
地
区
の
ご
く
限

ら
れ
た
一
郭
に
の
み
自
生
し
て
お
り
、

最
も
絶
滅
の
危
険
性
の
高
い
植
物
で

す
。
文
化
財
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
小
学
校
水
泳
教
室
７
月
28
・
29
・
31

　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
１
・
４
日

◇
中
学
校
職
場
体
験
７
月
26
～
30
日

教
育
か
わ
か
み

第
18
回

教
育
長
通
信

７
・
８
月
の
学
校
の
動
き

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

11
㈮

全
校
水
泳

全
校
遊
び

12
㈯

通
信
陸
上

13
㈰

通
信
陸
上

14
㈪

全
校
水
泳

三
者
懇
談
会

遊
び
の
日

ハ
ロ
ー
英
語

15
㈫

立
哨
指
導

三
者
懇
談
会

全
校
水
泳

16
㈬

給
食
最
終
日

三
者
懇
談
会

17
㈭

全
校
清
掃

給
食
最
終
日

11

：

50
下
校

18
㈮

一

学

期

終

業

式

21
㈷

加
太
小
来
村

23
㈬

県
総
体
卓
球

24
㈭

加
太
海
浜
学
習

県
総
体
陸
上

25
㈮

加
太
海
浜
学
習

県
総
体
陸
上

26
㈯

県
総
体
卓
球

29
㈫

近
畿
卓
球

30
㈬

県
陸
上
記
録
会

１
㈮

全

校

登

校

日

陶
芸
教
室

６
㈬

校
内
水
泳
記
録
会

郡
野
外
観
察
会

７
㈭

県
水
泳
記
録
会

８
㈮

県
水
泳
予
備
日

実
力
テ
ス
ト
３
年

川
上
村
の
文
化
財
に
つ
い
て

ヒ
メ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ

ヒ
メ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
と
は

ヒメイノモトソウ
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百々先生、アシスタントの皆さん、楽しいひとときをありがとうございました。百々先生、アシスタントの皆さん、楽しいひとときをありがとうございました。

今

、

学

校

で

「匠の聚」
　　　　連携事業 川上小学校　写真教室

最初に、写真やカメラ
についてのお話を聞き
ました。

トリック撮影にも
チャレンジしました。

撮った写真を整理して、
鑑賞会！おほめの言葉も
いただきました。

自分を撮ります。

はいポーズ！

  ６月４日（水）、広陵町在住の写真家で、ビジュアルアーツ専門学校写真学科講師で

もある百々武先生に来校していただき写真撮影の指導をしていただきました。４・５・

６年生12名は、一人一台ずつコンパクトデジタルカメラを持ち、校庭で風景や人物を撮

影しました。また、撮った写真を数枚ずつ選び、スクリーンで鑑賞して、百々先生に講

評していただきました。

  百々先生は「四角の中でしか見せられない写真だが、その周りを想像させたり、言葉

にできないことを共感し合えたりする」と写真の魅力を語られました。また、「子ども

たちは何気なくカメラを向けているようで、実は普段見ている光景をどうすれば楽しく

撮影できるか、すごく工夫しているのが伝わってきた」と感想を述べられていました。
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交

流

・
・
・

　
　
よ
り
多
く
の
出
会
い
を

12

水
分
摂
取
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
私
た
ち
の
身
体
の
半
分
以
上
を
占
め

る
水
分
。
体
温
を
調
節
し
た
り
、
栄
養

素
や
酸
素
を
運
ん
だ
り
、
老
廃
物
を
排

泄
す
る
な
ど
、
生
命
を
維
持
す
る
大
事

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
身
体
か
ら
は
、
尿
・
汗
・
呼
吸
な
ど

で
、
１
日
に
２
０
０
０
～
２
５
０
０
ml

の
水
分
を
失
っ
て
い
ま
す
。

　
身
体
の
健
康
状
態
を
保
つ
た
め
に

は
、
失
っ
た
水
分
量
を
補
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
食
事
に
よ
る
水
分
量
が
１
０
０
０
ml

と
体
内
で
の
代
謝
水
３
０
０
ml
と
し

て
、
残
り
１
２
０
０
ml
を
飲
料
水
と
し

て
摂
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
暑
い
夏
場
、
風
邪
で
発
熱

し
た
際
、
下
痢
等
で
排
泄
量
が
多
い
と

き
な
ど
は
、
よ
り
多
く
の
水
分
を
摂
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
水
分
が
不
足
す
る
と
…

　
の
ど
の
渇
き
、
口
や
皮
膚
の
乾
燥
、

食
欲
不
振
、
嘔
吐
、
め
ま
い
、
頭
痛
、

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

重
度
に
な
る
と
、
意
識
が
低
下
し
た

り
、
体
調
が
急
変
し
て
生
命
の
危
険
を

招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
は
の
ど
の
渇
き
や
口

の
中
の
乾
燥
に
気
が
付
き
に
く
い
た

め
、
普
段
か
ら
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
に
要
注
意

　
水
分
が
不
足
す
る
と
、
血
液
が
濃
く

な
っ
て
固
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
血

液
の
か
た
ま
り
（
血
栓
）
が
脳
の
血
管

に
詰
ま
れ
ば
脳
梗
塞
、
心
臓
の
血
管
に

詰
ま
れ
ば
心
筋
梗
塞
を
発
症
し
ま
す
。

※
注
意
※

　
心
臓
や
腎
臓
の
病
気
が
あ
る
場
合
、

医
師
か
ら
水
分
摂
取
量
を
制
限
す
る
よ

う
指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
医
師
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
み
ん
な
で
声
を
か
け
合
い
、
こ
の
夏

も
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
保
育
園
で
は
園
児
数
が
少
な
い
中
、

よ
り
多
く
の
同
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
遊
ぶ
機
会
が
持
て
る
よ
う
、
他

村
の
園
と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
５
月

に
は
東
吉
野
幼
稚
園
を
訪
ね
、
園
庭
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
初
め
の
う
ち
は

目
新
し
い
遊
具
に
夢
中
で
、
個
々
に
走

り
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
好
き
な
砂

遊
び
で
は
「
こ
れ
か
し
て
」
「
一
緒
に

し
よ
う
」
な
ど
の
声
か
け
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
6
月
に
は
黒
滝
こ
ど
も
園
の

園
児
が
来
園
し
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
お

弁
当
を
食
べ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
初
め
は
少
し
緊
張
気
味
で

し
た
が
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
仲
良
く

な
り
、
お
別
れ
の
時
間
に
は
「
も
う

帰
っ
ち
ゃ
う
の
」
と
残
念
そ
う
。
ま
た

会
う
約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
村
を
訪
問
し

川
遊
び
を
、
秋
に
は
村
内
散
策
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
の
村
の
こ
と
を
知
っ
た
り
、

今
流
行
っ
て
い
る
遊
び
、
園
で
歌
っ
て

い
る
歌
な
ど
を
披
露
し
合
っ
た
り
と
、

情
報
交
換
も
で
き
る
貴
重
な
体
験
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

にぎやかなお弁当の時間

一緒に遊ぼう

交

流

・
・
・

　
　
よ
り
多
く
の
出
会
い
を
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健康づくりを応援！

出前教室を活用してください

総合検診の申込はお済みですか？？
　今年も９月に総合検診を行います。検診の申込書は６月に世帯毎に郵送しています。

申込の締め切りは７月18日（金）です。

　病気の早期発見・早期治療、生活習慣を見直す機会として年に１回は検診を受けましょう。

　健康づくりを行う「区」や「グループ」の活動の場をお借りして　出前教室　を行っています。

出前教室では、高血圧予防や糖尿病予防、骨粗しょう症予防のためのミニ講座や調理実習、体操等

を行います。

　費用負担については、内容によりその都度の相談となりますが、健康づくりを応援するために講

師派遣等も行います。

　必ずやってくる「老化」をどう捉えるかは人それぞれですが、少なくとも家族に迷惑をかけたく

ないという思いは多くの方がお持ちではないでしょうか。

「ピンピンころり」が自分にとっても家族にとっても理想ですが、何もしなければ理想には近づけ

ません。

　寝たきりや認知症になる原因の多くは、生活習慣病や閉じこもりがきっかけとなっています。み

んなで集まり、楽しく話すこと、笑う機会を増やすことが大切です。

　集まり、おしゃべりすること、脳トレやゲーム、体操、生活習慣の振り返りを通じて、脳を活性

化させ、いつまでも自分らしく生活できるように、集まる機会を増やしてみませんか。

【問い合わせ先】住民福祉課　℡ ５２－０１１１

☆高原健康づくりの会

　会の活動は月に１回で、体操をしています。

出前教室は、「骨粗しょう症予防教室」や「お口の健康教室」を

利用し、調理実習やゲーム、体操を行っています。

（25年度は、出前教室を１年に４回利用）

☆大滝老人会

　高齢期に大切な食事の話・健康体操を25年度に利用し、

26年度も予定しています。

☆西　河　区

　６月～健康づくりの集まりを始めました。２週間に１回集ま

り、体操や転倒予防・認知症予防に取り組んでいます。
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平
成
26
年
度
の
保
険
料
額
の
決
定
通
知
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方
、
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
の
方
は
通
知
書

の
み
を
送
付
し
ま
す
。

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
（
南
都
銀
行
・
奈
良

県
農
協
等
）
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
納
め
方
は
「
年
金
天
引
き
」
か
ら
「
口
座
振
替
」
に
変
更
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
８
月
１
日
以
降
に
使
用

す
る
も
の
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
（
簡

易
書
留
）
し
ま
す
。
紫
色
の
封
筒
で
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
た
被
保
険
者
証

は
、
役
場
に
返
却
す
る
か
、
ハ
サ
ミ
で

細
か
く
切
る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
福
祉
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

このような被保険者証を郵送します

後
期
高
齢
者
医
療
「
保
険
料
額
」
が
決
定
!!

地
域
の
暮
ら
し
を

　
　

　
　
　
支
え
る
相
談
員

　
川
上
村
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
行
く
た
め

に
、
2
人
の
相
談
員
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
皆
さ

ん
が
利
用
で
き
る
様
々
な
制
度
や

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
た
め
に
、

専
門
の
生
活
相
談
支
援
事
業
者
と
連

携
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い

な
い
で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。

障
が
い
者
相
談
員

　
　
　
　
松
本
　
喜
至
（
大
滝
）

知
的
障
が
い
者
相
談
員

　
　
　
　
中
川
　
育
子
（
人
知
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ど
か

℡

０
７
４
７
・
５
３
・
２
１
５
３

役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
!!

　
奈
良
県
で
は
７
月
１
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
の
２
か
月
間
を
「
愛
の
血

液
助
け
合
い
運
動
」
と
し
て
献
血
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
奈
良
県
内
で
手
術
等

に
必
要
な
血
液
の
量
が
充
分
に
確
保

で
き
ず
、
補
足
分
は
他
府
県
か
ら
の

助
け
を
受
け
て
い
る
状
態
で
す
。

　
皆
様
の
献
血
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
、
ワ
ク
チ
ン
と

の
因
果
関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続
的

な
体
の
痛
み
等
の
副
反
応
の
報
告
が
あ

る
こ
と
を
受
け
、
平
成
25
年
度
か
ら
引

き
続
き
積
極
的
に
接
種
を
勧
め
る
こ
と

を
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

　
定
期
接
種
と
し
て
の
取
り
扱
い
に
は
変

更
は
な
く
、
接
種
対
象
者
（
中
学
１
年
生

女
子
）
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　
た
だ
し
、
こ
の
予
防

接
種
の
副
反
応
に
対
し
て
理
解
と
同
意
を

得
た
う
え
で
の
接
種
と
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
役

場
住
民
福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
　
　
　
接
種
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
　
　
　
接
種
に
つ
い
て

７
月
14
日
（
月
）
　

　
　
リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う
（
加
藤
先
生
）

７
月
23
日
（
水
）

　
　
園
児
と
一
緒
に
水
遊
び

８
月
６
日
（
水
）

　
　
園
児
と
一
緒
に
水
遊
び

【
問
い
合
わ
せ
先
】

や
ま
ぶ
き
保
育
園

℡ 

５
２
・
０
０
１
９

役
場
住
民
福
祉
課

℡ 

５
２
・
０
１
１
１

の

び

っ

子

広

場

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
！

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
!!
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「
杉
の
秀
に
夏
め
く
雲
の
流
れ
か
な
」

　
川
上
村
は
、
明
治
二
十
二
年
に
川
上

郷
二
十
三
ヶ
村
が
合
併
し
て
村
政
が
始

ま
り
、
今
年
で
百
二
十
五
年
迎
え
る
そ

う
で
、
「
村
制
施
行
１
２
５
年
記
念
行

事
」
が
七
月
十
三
日
に
盛
大
に
開
か
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
秋
に
は

「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
が
大

淀
町
と
川
上
村
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
、
通
例
で
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お

見
え
に
な
ら
れ
る
そ
う
で
、
川
上
村
が

誇
ら
し
く
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
今
日

こ
の
頃
。

　
先
日
、
新
聞
な
ど
で
川
上
村
の
人
口

が
年
々
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
二
〇
四
〇

年
に
は
川
上
村
は
一
番
人
口
が
減
少
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
大
迫
ダ
ム
や

大
滝
ダ
ム
が
完
成
し
て
、
美
し
い
村
に

な
っ
て
も
人
口
が
減
少
す
る
の
は
深
刻

な
問
題
で
、
日
々
淋
し
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

　
近
頃
た
び
た
び
新
聞
で
、
「
山
と
生

き
る
」
「
木
馬
を
引
い
た
男
た
ち
」
の

記
事
が
載
り
、
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い

ま
す
。
東
川
の
Ｕ
さ
ん
、
柏
木
の
Ｔ
さ

ん
が
写
真
付
き
で
山
仕
事
の
こ
と
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
も
、
学
校
を
出
る
と
す
ぐ
に
山
仕

事
に
つ
き
ま
し
た
。
私
の
里
で
は
家
の

長
男
は
皆
、
山
仕
事
に
つ
き
十
五
、
六

人
は
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
川

上
村
で
も
山
仕
事
で
働
い
て
い
た
人
達

が
数
百
人
は
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
春
か
ら
杉
や
檜
の
苗
木
の
植
付
け
か

ら
始
ま
り
、
杉
切
り
か
ら
檜
切
り
、
下

刈
、
枝
打
ち
、
台
風
の
後
や
雪
の
後
の

杉
起
し
、
高
い
奥
山
か
ら
線
が
国
道
に

張
ら
れ
木
材
を
出
し
た
あ
の
頃
。
毎

日
、
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
に
た
く
さ
ん
木

材
を
積
ん
で
運
ば
れ
た
あ
の
頃
。
若
い

人
は
も
ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り
か
ら
女
の

人
達
ま
で
年
中
、
毎
日
忙
し
く
山
の
仕

事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
山
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

音
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
時
々
聞
こ

え
た
際
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

あ
の
頃
、
一
緒
に
山
で
働
い
た
仲
間
た

ち
と
先
日
、
な
つ
か
し
い
色
々
の
思
い

出
話
に
花
が
咲
き
時
間
を
忘
れ
ま
し

た
。

　
今
テ
レ
ビ
番
組
で
、
「
人
生
の
楽

園
」
が
毎
週
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

高
年
の
人
達
が
、
自
分
た
ち
の
里
で

色
々
と
考
え
頑
張
っ
て
い
る
姿
、
ま
た

新
聞
で
は
、「
男
の
気
持
ち
」「
女
の
気

持
ち
」
の
記
事
に
す
ご
く
感
動
し
て
い

ま
す
。

　
私
も
こ
の
村
で
生
ま
れ
育
ち
七
十
年

に
な
り
ま
す
。
一
度
し
か
な
い
人
生
に

何
か
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
良
い
考
え
が
浮
か
ば
ず
悔
い
が

残
り
ま
す
。
林
業
が
盛
ん
な
あ
の
頃
、

山
の
仕
事
で
た
く
さ
ん
の
人
達
が
働

き
、
ま
た
柏
木
の
吉
野
電
子
で
た
く
さ

ん
の
人
達
が
に
ぎ
や
か
に
働
い
て
い
た

あ
の
頃
、
も
う
一
度
杉
山
の
名
産
地
で

あ
る
川
上
村
。
活
気
に
あ
ふ
れ
る
川
上

村
。
笑
い
声
の
聞
こ
え
る
住
み
良
い
川

上
村
で
あ
る
よ
う
日
々
願
い
な
が
ら
…

「
地
下
タ
ビ
に
杣
の
想
い
出
薫
る
風
」

「
卯
の
花
や
川
上
小
唄
口
弾
む
」Ｕ

・
Ｉ

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

　
川
上
村
に
来
て
１
年
が
経
ち
ま
し

た
。
そ
の
間
に
本
当
に
多
く
の
方
に
お

世
話
に
な
り
、
ま
た
た
く
さ
ん
の
魅
力

的
な
も
の
に
出
会
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
お
す
そ
分
け
で
い
た
だ
く

野
菜
の
美
味
し
さ
に
は
何
度
も
驚
か
さ

れ
ま
す
。
じ
ゃ
が
い
も
は
パ
サ
パ
サ
し

て
口
の
水
分
を
奪
わ
れ
る
の
で
苦
手
で

し
た
。
で
も
、
川
上
の
も
の
だ
っ
た
ら

茹
で
た
だ
け
で
そ
の
ま
ま
で
美
味
し

い
。
「
ほ
う
れ
ん
草
は
苦
い
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
生
で
食
べ
て
も
甘

い
！

　
た
ま
に
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
野
菜
を

食
べ
る
と
な
ん
だ
か
物
足
り
な
く
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
12
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
、
川
上
村
産
野
菜
の
販
売
は
じ
め
ま
す
！

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

　
せ
っ
か
く
村
内
に
美
味
し
い
野
菜
が

あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
買
う
こ
と
が

で
き
た
ら
…
！

　
そ
こ
で
か
わ
か
も
ん

4

4

4

4

4

の
村
上
と
神
保

で
野
菜
を
販
売
す
る
朝
市
を
７
月
12
日

よ
り
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
毎
週
土
曜
日
に
村
内
で
育
て
ら
れ
た

野
菜
を
集
荷
し
、
て
く
て
く
館
付
近

（
西
河
）
で
販
売
し
ま
す
。
野
菜
が
欲

し
い
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　
詳
細
は
今
月
号
に
折
込
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
「
野
菜
を
売
っ
て
み
た
い
！
」

と
い
う
方
は
か
わ
か
も
ん

4

4

4

4

4

（
村
上
　
℡

０
９
０

－

１
７
７
５

－

０
４
１
２
）
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
村
上
　
航
）

野菜作りについて
　　　教えていただいています。

朝市の名前は「やまいき市」です
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

森と水の源流館

■AQUA SOCIAL FES!!　Presents
　～吉野川環境保全プログラム～
　きれいな吉野川を未来に残そう
　　～第２回「水生生物をしらべよう」
　川上村西河の蜻蛉の滝周辺で水生生物をしらべ
ます。生き物をしらべて川の水のきれいさもしら
べましょう。
※申込先は奈良新聞社「アクアソーシャルフェス

奈良事務局」又は森と水の源流館
　奈良新聞社　℡ ０７４２－３２－２１１２
と　　き　平成26年８月２日（土）

①10：00～12：00　②13：30～15：30
定　　員　各50名（応募多数の場合抽選）小学生～
参 加 費　無料
講　　師　谷　幸三さん（晴れの国野生生物研究

会会長・関西トンボ談話会事務局長）
集合場所　蜻蛉の滝駐車場

■吉野川紀の川しらべ隊
　　川原の石ころをしらべよう
と　き　平成26年８月８日（金）13：30～16：30
定　員　20名　小学生～
参加費　500円（無料）／川上小中学校在校生無料
　　　　（標本作製は１セット500円）　
場　所　中奥川周辺（各自で移動）
　　　　森と水の源流館集合・解散

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

山の学校　達っちゃんクラブ

★東熊野街道ハイキング（伯母谷～柏木）
　始まりかけの小さな秋を感じながら、伯母谷か
ら柏木までの東熊野街道を歩きます。吉野と熊野
を結ぶ古道には、茶屋跡や丁石などの歴史を見つ
けるのも楽しみの一つです。
と　き　平成26年９月20日（土）
定　員　30名　小学４年以上
参加費　大人 1,500円　小人 500円
コース　全行程３時間程歩く健脚者向けのコース

です。
《一般財団法人グリーンパークかわかみ事務局

℡ ０７４６―５２―０３３３》

匠　　の　　聚

●あかりの森時間2014
　ロウソクの柔らかい光を使ってアートのある創
造的な夜の楽しい時間を演出します。アーティス
トたちと共に、贅沢な夜時間を飲食やゲームを楽
しみながら過ごしませんか？
と　き／平成26年７月19日［土］
じかん／午後７時～約２時間　※雨天中止

●企画展「小西保文 人間愛～人びとへのまなざし～」
　川上村出身のアーティスト（故）小西保文氏の
作品が明日香村「奈良県立万葉文化館」にて展示
されます。独特の人物画が特徴的ですが、初期の
作品から絶筆となった「窓辺の家族」までの作品
が一挙に展示されますので、お誘い合わせのうえ
ぜひご高覧ください。
　合わせて、匠の聚在住アーティストたちの作品
も出展いたします。

と　き／平成26年７月21日［月・祝］～
　　　　　　　　　　　平成26年９月28日［日］
じかん／午前10時～午後５時30分

　（入館は午後５時まで）
　　　　　※毎週月曜日休館

ところ／奈良県立万葉文化館（高市郡明日香村飛鳥）

●匠と創る！文化講座「手織りの愉しみ」
　受講生募集！　講師／栗生直子

　足踏み本格織り機を使って、ストールやテー
ブルセンター、マフラーなどをつくります。

と　き／平成26年７月12日（土）・13日（日）・
８月２日（土）・３日（日）・14日（木）・16日（土） 
●各日匠の聚アトリエで開催！

【半日コース】①10:00～12:00　②13:00～15:00
　　　　　　　受講料 3,000円（税込）＋材料費

【１日コース】10:00～15:00　
　　　　　　　受講料 6,000円（税込）＋材料費

※お申し込みはご希望のコースを２日前までに匠
の聚までご連絡ください。目安として、半日で
テーブルセンターや小さなタペストリー、１日
でストールやマフラーなどが織れます。
　日程は都合により予告なく変更になる場合も
あります。

《匠　の　聚　℡ ０７４６―５３―２３８１》

ふるさと市開催日

【７月】12・13・19・20・21・26・27日
【８月】２・９・10・23・24・30・31日
《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》
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◎新しく入った本 図書名／著者名／出版社名

　今年は村制125周年にあたります。村では様々な催しが開催

されますが、図書館にも川上村を知る資料があります。古きを

知って新しい川上村に未来を託します。

ゆるかる読書会

大人対象の読書会です。毎回テーマに

そってなごやかに話をしています。

お気軽にご参加ください。

７月のテーマは「夏」です。

７月17日（木）場所：図書館 時間：19:00～

【問い合わせ】

川上村立図書館　℡ ５２－０１４４

　青少年読書感想文全国コンクールは、

児童生徒・勤労青少年を対象に読書活動

の推進を目的に始められました。図書館

では今年度の課題図書をそろえていま

す。

　夏休みの宿題だけでなく、大人の方に

も是非読んでいただきたいと思います。

≪おしらせ≫

≪第60回青少年読書感想文
全国コンクール・課題図書のご案内≫

テーマ「川上村を知る」

「清流の語りべたち」

「村の生活史」

森と水の源流館　発行

　昭和45年、川上村教育委員会によって編

集され、川上村から発行されました。

　各地区の概観や衣食住、信仰、生業、等

の記録が残されています。

　調査当時（昭和45年ごろ）人びとの聞き

書きから知る村の話は、とても貴重なもの

です。

　大滝ダムの建設によって川上村の広大な

地域が湖底に沈むその前に、集められた大

切な思い出や写真。セピア色の写真が語り

かけてくるような、清流の思い出たちで

す。

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

８

月

７

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

「KAWAKAMIMURA
　　　　　　奥吉野山河抄」

並河萬里　写真

　切り立った山あいにたたずむ集落や神

社。

　冬の寒さや、春の暖

かさの中にある、寂し

くも美しい風景。

　遠く昔から現代まで

の川上村の遺産がこの

写真集に収められてい

ます。 

【一般書】

「虚ろな十字架」　　　　　東野圭吾　著／光文社

「大晩年」　　　　　　　　永　六輔　著／中央公論新社

「英国一家　ますます日本を食べる」

　　　　　　　　　マイケル・ブース　著／亜紀書房

「写真集のつくり方」　　　丹野清志　著／玄光社

【児童書】

「ピヨピヨはじめてのキャンプ」

　　　　　　　　　　　　工藤ノリコ　作／佼成出版社  

「かさねちゃんに　きいてみな」

　　　　　　　　　　　　　有沢佳映　作／講談社

「ムーミン谷の絵辞典　英語・日本語・フィンランド語」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／講談社

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31
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残しておきたい川上村の山言葉　其の五十五

「カイリョウノコ（改良鋸）」一定間隔に目がなく、溝になっている、ヒノキな

ど堅い木を伐りやすいように刃を改良した鋸。

この溝の部分が木屑を掻き出す役割をする。

森と水の源流館だより

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

July, 2014　vol.139

容
と
な
り
ま
し
た
。
か
な
り
奥
の
方
で

は
ま
さ
に
道
な
き
道
を
通
れ
る
と
こ
ろ

を
探
し
な
が
ら
の
調
査
と
な
り
、
ハ
ー

ド
で
し
た
が
、
源
流
の
上
を
通
り
抜
け

る
心
地
よ
い
風
と
素
晴
ら
し
い
景
観
に

癒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
下
層
植
生
（
下
草

や
樹
木
の
実
生
）
の
生
育
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
土
砂
災
害
を
防
い

だ
り
、
水
を
た
め
た
り
、
多
く
の
生
き

物
が
住
め
る
環
境
を
維
持
し
た
り
す
る

機
能
が
弱
く
な
る
方
向
に
向
か
い
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
調
査

結
果
を
も
と
に
来
年
度
以
降
、
水
源
地

の
森
の
保
全
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
、

つ
ま
り
「
み
ん
な
」
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
、
村
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
、
村

内
の
仕
出
し
で
腹
を
満
た
し
、
お
手
伝

い
い
た
だ
い
た
村
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
と
の
交
流
を
深
め
る
な
ど
、
ど
っ
ぷ

り
と
川
上
村
に
浸
り
な
が
ら
、
学
習
を

進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
14
日
～
15
日
に
は
、
生
態
や
生
物
の

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
や
源
流
人

会
の
有
志
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
水
源

地
の
森
の
植
生
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
水
源
地
の
森
の
中
に
設
置
し

て
い
る
防
鹿
柵
の
チ
ェ
ッ
ク
が
主
な
内

　森林では五感を大切に学習しました

今年は花がたくさん咲きました
水面はエゴノキの花で埋め尽くされました

　
森
と
水
の
源
流
館
で
は
、
5
月
31
日

～
6
月
1
日
、
6
月
21
日
～
22
日
と
と

も
に
1
泊
2
日
で
、
大
阪
国
際
大
学
の

「
エ
コ
ツ
ア
ー
と
自
然
公
園
ガ
イ
ド

（
橋
本
義
郎
教
授
）」、
神
戸
夙
川
学
院

大
学
の
「
自
然
環
境
保
全
論
（
河
本
大

地
准
教
授
）
」
の
実
習
を
水
源
地
の
森

は
じ
め
、
川
上
村
内
で
実
施
し
ま
し

た
。
両
校
と
も
川
上
村
の
自
然
を
体
感

　
６
月
の
三
之
公
「
吉
野
川
源
流
・
水
源
地
の
森
」
は
梅
雨
に
入
り
、
し
っ
と
り

と
し
て
き
ま
し
た
。
5
月
に
ほ
と
ん
ど
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
た
め
、
乾
い
て
い
た

大
地
が
一
気
に
潤
い
ま
し
た
。

　６月の水源地の森　６月21日の水温16℃でした

６
月
の
水
源
地
の
森

※川上村の方言の意味、使い方などについてのご意見をお待ちしています。
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みんなで考えよう！川上村の環境
その49　＜水質保全について～吉野川・紀の川の水質を見る～＞

※（　）内の数値は、BOD年間平均値

「全国一級河川の水質現況」より

■水質を守るために

　村では、平成26年４月より川上村内の水質を把握するために水質検査を開始しました。

今後、検査結果等を交えて各ご家庭での生活排水対策や村の取組について、皆様にご紹介してま

いります。今後とも環境保全にご協力をお願いします。

【問い合わせ先】役場生活環境課　℡ ５２－０１１１

　紀の川の水質の測定結果は、川上村内だけでの測定結果ではありませんが、全国の順位を見て

も分かるように、川上村でもまだまだ改善の余地があるといえます。

※ＢＯＤとは・・

　一般的に、水質を数値で表す際に用いる指標。生活排水などにより河川の汚濁が進むと、数

値が上がります。

■吉野川・紀の川の水質は、どの程度？

　川上村が源流である吉野川・紀の川の水質がどの程度なのか、ご存じでしょうか。

毎日目にしている川でも、水質を表す数値はなかなかご覧いただくことがないと思います。

　次の表は、奈良県内の各水系の水質と全国一級河川の中でのランキングです。

参考として、３年連続で１位の河川の数値も掲載しています。

河 川 名

H 21 H 22 H 23

順　位

165 河川中
ＢＯＤ

順　位

165 河川中
ＢＯＤ

順　位

165 河川中
ＢＯＤ

紀の川水系

紀の川
95位 （1.0） 125位 （1.2） 103位 （1.1）

淀 川 水 系

宇陀川
95位 （1.0） 81位 （0.9） 54位 （0.8）

大和川水系

大和川
163位 （3.2） 162位 （2.8） 162位 （3.2）

※参考　球磨川水系

川辺川（熊本県）
1位 （0.5） 1位 （0.5） 1位 （0.5）

活動推進の基本目標

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２．自慢の種と調和する快適・安全な環境を育みます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４．地球環境に対する人類の働きかけの素晴らしい見本となることをめざします。
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川上村役場職員を募集します
募 集 職 種　　一般事務職

採用予定人数　　２名

職 務 内 容　　本庁等に勤務し、一般事務に従事します

受 験 資 格　　・昭和50年４月２日から平成９年４月１日までに生まれ、

　地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しない人

受 付 期 間　　平成26年８月１日（金）～８月15日（金）

（祝日・土・日曜日は閉庁により受付しません）

提 出 書 類　　①履歴書（写真貼付、市販の履歴書でよい）

②写真１枚（縦４㎝、横３㎝）

③最終学校卒業（見込）証明書　１通

※郵送の場合は、　　「職員採用試験申込み」と必ず封筒に記載し、特定記録郵便などの

方法で送付して下さい

申 込 先　　吉野郡川上村大字迫1335－7　　川上村役場総務税務課　人事係

試 験 期 日　　第１次試験　平成26年９月21日（日）

　　　　　　　　第２次試験　平成26年10月中旬（第１次試験合格者のみ）

試 験 会 場　　川上村役場（開始時間など、詳しくは受験票の郵送とともに通知）　

試 験 科 目　　第１次試験　教養（高卒程度）・適性検査

第２次試験　面接

合 格 発 表　　平成26年10月下旬

採 用 日　　平成27年４月１日

【問い合わせ先】吉野郡川上村大字迫1335-7

川上村役場総務税務課　人事係　℡ ０７４６－５２－０１１１

募集種目

◆自衛官候補生

○応募資格

平成27年４月１日現在、18歳以上27歳

未満の男子

（女子は９月に予定しています）

○試験日

平成26年８月23日

平成26年８月24日

平成26年８月31日（予備日）　

○試験種目

筆記試験（国語・数学・社会及び作文）

口述試験、適性検査、身体検査

※その他詳細は下記にお問い合わせください。

【問い合わせ先】

自衛隊奈良地方協力本部

五條地域事務所　℡ ０７４７－２２－３７８９

自衛官募集のご案内

業務内容　保育士業務

応募資格　保育士資格を有する者

雇用期間　平成27年３月31日まで

採用人数　１名

勤務時間　週５勤務

（土・日・祝日は原則休み）

　　９：00～17：00

賃　　金　時給 1,000円

通勤手当、社会保険、雇用保険あり

応募方法　市販の履歴書に記入のうえ、役場総務

税務課に提出（郵送可）

選考方法　書類選考後、面接

【申し込み・問い合わせ先】

　　〒639－3594

　　　吉野郡川上村大字迫1335番地の7

　　　　川上村役場総務税務課人事係

　　　　　　℡ ０７４６－５２－０１１１

やまぶき保育園

　　　臨時職員の募集
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◎募集住宅の概要

所 在 地　　川上村大字東川428

住 宅 名　　東川高佐村営住宅　第４号

建 設 年 度　　平成６年

募 集 戸 数　　１戸

構　　　　造　　木造２階建 ３LDK

家　　　　賃　　収入に応じて決定

（15,800円～40,000円まで）

申込受付期間　　平成26年７月10日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　～25日（金）

８時30分～17時15分

※土・日・祝を除く

入居可能時期　　平成26年８月上旬頃

　申込資格や必要書類等、詳細は役場 林業建設課まで

お問い合わせ下さい。

○こまどりケーブルの加入について

　入居決定された方は、こまどりケーブルへ申し込まなければテレビは

視聴できません。

　また、加入権・接続工事費（約20,000円）は入居者負担となります。

【問い合わせ先】役場林業建設課　℡ ５２－０１１１

　吉野川・紀の川の自然風景や生きものの生態を題材としたフォトコンテストが、吉野川・紀の川流域

協議会10周年記念事業として行われます。

○募集テーマ＝吉野川・紀の川の自然風景・生きものの生態を題材にした作品

○募 集 部 門＝①上・中・下流部門　②一般部門　③キッズ部門

○募 集 規 定＝・どなたでも応募可（上・中・下流部門は各流域から１枚ずつ１組として応募、

キッズ部門は小中学生）

・１人２点まで。（同一作品による複数部門への応募は不可）

・Ａ４サイズのプリント

○応 募 期 間＝８月29日（金）（午後５時必着）

○審 査 結 果＝11月上旬発表予定

※応募規定の詳細や応募方法については吉野川・紀の川流域協議会ホームページ参照

　http://www.city.wakayama.wakayama.jp/menu_1/gyousei/kikaku/yoshinokinokawa/

【応 募 先】〒640－8511 和歌山市七番丁23番地

和歌山市企画課内　吉野川・紀の川流域協議会事務局

【問い合わせ先】川上村役場　水源地の村づくり課　℡ ５２－０１１１

村営住宅 入居者募集

吉野川・紀の川流域協議会

『設立10周年記念フォトコンテスト』開催

１ 階

２ 階
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　法務省主唱の「社会を明るくする運動～犯罪や

非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～」

は今回で64回を迎えます。

　「更生保護の日」で

ある７月１日からの１

か月を強調月間とし

て、全国各地でさまざ

まな催しが実施されて

います。

　地域住民の連帯を強

め、犯罪予防運動を展

開し、犯罪や非行の防

止と、就労支援など犯

罪や非行に陥った人た

ちの立ち直りを助ける

ことへの理解と協力を

訴えていきます。

【問い合わせ先】

役場住民福祉課

℡ ５２－０１１１

と　き　７月30日（水）

受　付　午後１時から

開　会　午後１時30分から

ところ　やまぶきホール（宮の平）

「第42回差別をなくす村民集会」を開催します。

多数のご参加をお待ちしています。

　併せて、村民集会終了後に「南和地域公立病院

新体制」の住民説明会を行います。

【問い合わせ先】役場住民福祉課　℡ 52－0111

　今年も井光鹿の里祭りが行われます。皆さま是

非ご参加ください。

と　き　７月20日（日）　10：00～15：00

ところ　井光鹿の里

出し物　あまご釣り大会・あまごつかみどり大会

あまごゲーム・流しそうめん・

お餅つき大会・特設バザー・屋台等

詳細は下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】遊漁　いひかの里　℡ 54－0223

井光鹿の里祭り

差別をなくす村民集会
同日開催！南和地域公立病院新体制住民説明会

第１期分の納期限は、９月１日（月）
個人事業税の

第２期分の納期限は、12月１日（月）

※年税額が１万円以下の場合は、第１期分の納期に全額を納付いただくことになっております。  

※第１期分・第２期分をまとめて第１期分の納期限までに納付することもできます。

【問い合わせ先】奈良県吉野県税事務所 課税課 課税係　℡ ０７４６－３２－２６８７

第１期分・第２期分の納付書をまとめて同封しております。

お間違いのないようご注意下さい。

第２期分の納付書は、納期限まで保管していただき、

納期限（12月１日）までに納付して下さい。

期　間　平成26年７月21日（祝）～８月31日（日）

ところ　吉野川及び支流の河川敷　 

　美しい吉野川を守るため、遊んだ後のゴミの持ち帰りなどマナー向上を目指します。

【問い合わせ先】県環境政策課　　℡ ０７４２－２７－８７３７

役場生活環境課　℡ ０７４６－５２－０１１１

「社会を明るくする運動」

吉野川マナーアップキャンペーン開催



23

広　報　　　　　　　　　　　　JULY2014かわかみ

吉

沢

紀

子

選

　　
　住宅用火災警報器は、命を守る大切な機器です。

　「いざ」というときにきちんと作動するように、日頃から

お手入れや点検をしましょう。

吉野消防署 TEL 0746-32-1011（IP）0746-39-9107　FAX 0746-32-0130

　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
期
は
８
期
（
７

月
～
翌
年
２
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納
付
書
は
、
７
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
送
付
し
て
い
る
納
付
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
第
１
期
に
全
納
さ
れ
た
方
は
納
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課
・
総
務
税
務
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第

１
期
）、固
定
資
産
税
（
第
２
期
）
の
納
期
限
７
月
31
日
（
木
）
で
す
。

　住宅用火災警報器は、命を守る大切な機器です。

　「いざ」というときにきちんと作動するように、日頃から

お手入れや点検をしましょう。

特
　
選
　
日
当
り
に
茶
莚
回
し
干
し
上
げ
る
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

［
評
］
上
茶
に
す
る
柔
ら
か
い
茶
の
葉
の
茶
作
り
と
茶
粥
等
に
使
う
二
番

　
　
　
茶
作
り
が
あ
る
。
こ
の
句
は
後
者
の
茶
作
り
で
あ
ろ
う
。
茶
莚
で

　
　
　
干
し
上
げ
る
頃
は
茶
の
完
成
真
近
か
。
安
堵
と
喜
び
が
出
て
い
る
。

特
　
選
　
湿
り
ゐ
る
土
に
集
ま
る
糸
蜻
蛉
　
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
か
ら
だ
が
糸
の
よ
う
に
細
い
こ
と
か
ら
名
が
生
ま
れ
た
糸
蜻
蛉
は

　
　
　
水
辺
近
く
の
草
原
な
ど
に
い
る
。
作
者
は
集
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ

　
　
　
の
土
の
様
子
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
童
の
よ
う
な
素
の
心
だ
。

佳
作
　
若
葉
風
乳
の
匂
へ
る
新
生
児
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

食
卓
に
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
花
の
枝
　
　
　
　
松
本
　
全
代
（
大
　
滝
）

藤
原
と
所ゆ

か

縁り

の
在
所
栗
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

入
選
　
電
線
は
こ
こ
ま
で
の
村
蛍
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

お
茶
を
も
む
亡
き
父
母
の
手
を
思
ひ
つ
つ
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

ガ
ラ
ス
器
の
美
し
き
川ゆ

床か

料
理
か
な
　
　
　
　
　

井
　
清
子
（
大
　
滝
）

葉
櫻
や

お
か
み

の
斎ゆ

庭に
わ

掃
き
清
め
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
　
彰
美
（
　
迫
　
）

　
　
　
梔
子
の
八
重
の
花
弁
白
厚
き
　
　
　
　
　
　
　
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

　
　
　
五
月
雨
や
金
剛
葛
城
靄
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

1

2

点検の方法

交換の時期

お手入れをしましょう

電池切れ

テストをしましょう

警報器本体の使用期限は

　器具内部にホコリが入ると感知しにくくなります。目につい

た汚れを乾いた布で拭き取りましょう。

　電池切れの時は音声でお知らせするか、ピッ・・ピッ・・と

短い音が一定の間隔で鳴りますので、新しい電池に交換してく

ださい。

　テストはボタンを押したり、ヒモを引くと行えます。詳しく

は取扱い説明書をご覧ください。

　おおむね10年です。設置後10年が経過したら、新しい警報器

に交換してください。

その他、詳しくは取扱い説明書でご確認ください。
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６月30日現在

人口総数 1,602　人 （－６　人 ）

　 男　 　 767　人 （－２　人 ）

　 女　 　 835　人 （－４　人 ）

世 帯 数　 858世帯（－３世帯）

６月中の異動

転　入 ２人　　　転　出 ７人

出　生 ０人　　　死　亡 １人

24

かわかみ

　
先
日
、
役
場
に
「
じ
ゃ
が
い
も
の
苗
か
ら
ト
マ
ト
の
よ
う

な
実
が
な
っ
た
…
」
と
い
う
電
話
が
あ
り
、
後
日
現
地
に
む

か
い
畑
を
確
認
す
る
と
写
真
の
実
が
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
じ
ゃ
が
い
も
は
キ
タ
ア
カ
リ
と
い
う
品
種
で
、
す
べ

て
が
実
を
つ
け
る
訳
で
は
な
い
が
、
た
ま
に
実
を
つ
け
る
も

の
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
ち
な
み
に
こ
の
実
は
毒
性
が
あ
る
の
で
食
べ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
も
し
、
見
つ
け
て
も
決
し
て
食
べ
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
も
珍
し
い
も
の
を
見
つ
け
た
際
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
総
務
税
務
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
か
ら

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）

小
林
　
　
勇
　
（
東
　
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
27
日
　
83
歳

20
万
円
　
森
口
　
源
次
（
　
迫
　
）

亡
母
の
供
養
と
し
て

10
万
円
　
森
　
　
健
市

亡
父
の
供
養
と
し
て

　
広
報
か
わ
か
み
６
月
号
の
中
で
、

「
日
本
創
生
会
議
」
と
い
う
文
字
を

掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
日

本
創
正
会
議
」
で
し
た
。

　
ま
た
、
14
ペ
ー
ジ
の
ら
く
ら
く
元

気
塾
の
実
施
場
所
募
集
の
中
で
、「
平

成
26
年
」
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
「
平
成
27
年
」
で
し
た
。

　
訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
広
報
編
集
委
員
会

訂
正
と
お
詫
び


